ライフステージ看護学
第7回　青年期・成人前期の生活と健康
本時の到達目標
(1) 青年期の発達課題と、社会的自立の過程を説明できる。
(2) 就労・結婚・出産などの人生移行に伴う健康課題を理解する。
(3) 生活習慣の確立とセルフケア支援の考え方（一次〜三次予防）を理解する。
(4) リプロダクティブヘルスの概念と、看護の視点を理解する。

Ⅰ．講義
1．青年期の発達課題と社会的自立
第1回のライフステージ区分では、成人期（前成人期）はおよそ22〜40歳ころとされる。第6回で学んだ思春期における自我同一性の確立を土台として、青年期・成人前期は、経済的・心理的な自立を通じて社会の一員としての役割を担っていく時期である。
・進学・就職により、家庭から社会へと生活の基盤が広がっていく
・職業選択は、それまでに形成してきた自我同一性を社会の中でどう実現するかという課題でもある
・経済的自立とともに、親からの心理的自立（心理的離乳、第6回参照）がさらに進む時期でもある
2．エリクソンの成人期の発達課題
エリクソンは、成人期（前成人期）の発達課題を「親密性 対 孤立」とした（第1回参照）。青年期に確立した自我同一性を基盤として、友人・恋人・配偶者など他者と深く親密な関係を築いていく時期である。
・自分らしさを保ったまま他者と深く関わることができれば、親密性（愛情や信頼に基づくつながり）を獲得できる
・自己を明け渡すことへの恐れなどから他者と深く関わることを避けると、孤立に陥りやすい
【国試対策ポイント】エリクソンの発達課題は各期の名称が似ているため混同しやすい。「同一性の確立 対 同一性の混乱（拡散）」は青年期、「親密性 対 孤立」は成人期（前成人期）、「生殖性 対 停滞」は壮年期の課題であることを整理しておく。
3．就労・結婚・出産など人生移行に伴う健康課題
青年期・成人前期は、就労・結婚・出産といった人生上の大きな移行（ライフイベント）が集中する時期であり、それぞれの移行に伴う健康課題が生じやすい。
・就労に伴う課題：過重労働、職場の人間関係によるストレス、生活リズムの乱れ
・結婚に伴う課題：新しい生活環境への適応、家庭内の役割分担の調整
・出産に伴う課題：妊娠・出産・育児と就労の両立、心身両面の負担（詳細は第2回参照）
これらのライフイベントが重なる時期でもあるため、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）をどう保つかが、健康を維持するうえで重要な視点となる。
4．生活習慣の確立とセルフケア支援
青年期・成人前期は、食事・運動・睡眠・飲酒・喫煙などの生活習慣が確立していく時期である。この時期に形成された生活習慣が、成人期（壮年期）以降の生活習慣病の発症リスクに影響することが知られており（第8回で詳しく扱う）、看護の視点からは予防的な関わりが重要となる。
	段階
	目的
	具体例

	一次予防
	生活習慣の改善により、病気の発生そのものを防ぐ
	運動習慣の定着、食生活の改善、禁煙、予防接種

	二次予防
	病気を早期に発見し、早期に治療する
	健康診断、がん検診

	三次予防
	治療後の機能回復と社会復帰を支援する
	社会復帰のためのリハビリテーション、再発防止



【国試対策ポイント】一次予防（発症そのものの予防）、二次予防（早期発見・早期治療）、三次予防（機能回復・社会復帰）の分類と具体例の組合せが頻出する。健康診断やがん検診は二次予防に分類される点に注意する。
看護師は、対象が自分自身の生活習慣を主体的に管理し選択できるよう支援する、セルフケア支援の視点をもつことが求められる。一方的な指導ではなく、対象の生活背景や価値観を踏まえた関わりが重要である。
5．リプロダクティブヘルスと看護
リプロダクティブヘルス（性と生殖に関する健康）とは、人々が安全で満ち足りた性生活を営むことができ、生殖能力を保持し、産むか産まないか、いつ・何人産むかを自ら決定できる自由をもつことを意味する概念である。この考え方には、女性が生涯を通じて健康管理できることも含まれる。
・セックス：生物学的な性であり、不変のものとされる
・ジェンダー：社会的・文化的に規定された心理・社会的な性
人間の性は、以下のような複数の側面から捉えられる。
	性の側面
	意味・特質

	生殖性としての性
	種の保存と繁栄のための性

	快楽性としての性
	性的な快感・喜びに関わる性

	性役割としての性
	男性・女性としての役割規定を示す性

	連帯性としての性
	人間関係の形成に関わる性（信頼感・愛情を深める）



・看護の視点：家族計画、避妊、不妊に関する相談など、対象が性と生殖に関する自己決定を行えるよう、正しい情報を提供し支援することが求められる
【国試対策ポイント】「連帯性としての性」は人間関係の形成に関連するという点、セックスとジェンダーの違いが頻出する。
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・エリクソンの成人期の発達課題「親密性 対 孤立」を、青年期の課題と区別して説明できるか。
・就労・結婚・出産に伴う健康課題を説明できるか。
・一次予防・二次予防・三次予防の分類と具体例を説明できるか。
・リプロダクティブヘルスの概念と、人間の性の複数の側面を説明できるか。























Ⅱ．事例演習
事例：就労と結婚を経て出産を考える成人期女性
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
・Aさん（28歳、女性）：大学卒業後に就職し、社会人5年目を迎えた。昨年結婚し、今後の妊娠・出産を考え始めている。
・仕事は責任のある立場を任されるようになり、やりがいを感じる一方で、「仕事と家庭を両立できるか不安」と話している。
・生活習慣について尋ねると、「忙しくて食事は不規則になりがちで、運動もほとんどしていません」と話した。
・「妊娠に向けて、今のうちに何か準備しておいたほうがよいことはありますか」と看護師に相談があった。



設問1
Aさんの心理的な発達課題を、エリクソンの成人期の発達課題（親密性 対 孤立）の視点から考察しなさい。
設問2
Aさんが直面している人生移行（就労・結婚・出産）に伴う健康課題を挙げなさい。
設問3
Aさんの生活習慣に関する発言に対して、セルフケア支援の視点からどのような関わりが適切か述べなさい。
設問4
Aさんの「妊娠に向けた準備」という相談に対して、リプロダクティブヘルスの視点からどのような情報提供が考えられるか述べなさい。









Ⅲ．看護師国家試験過去問
本時の内容（エリクソンの発達課題、生活習慣病予防、リプロダクティブヘルス）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第109回 午後6問）
エリクソン，E.H.の発達理論で青年期に生じる葛藤はどれか。
1．生殖性 対 停滞
2．勤勉性 対 劣等感
3．自主性 対 罪悪感
4．同一性 対 同一性混乱

問2（第111回 午後2問）
生活習慣病の三次予防はどれか。
1．健康診断
2．早期治療
3．体力づくり
4．社会復帰のためのリハビリテーション

問3（第108回 午後57問）
人間の性の意義と特質の組合せで適切なのはどれか。
1．快楽性としての性 ― 種の保存
2．生殖性としての性 ― 心理・社会的属性
3．性役割としての性 ― 性的指向
4．連帯性としての性 ― 人間関係の形成



事例演習　解答・解説
事例：就労と結婚を経て出産を考える成人期女性
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
・Aさん（28歳、女性）：大学卒業後に就職し、社会人5年目を迎えた。昨年結婚し、今後の妊娠・出産を考え始めている。
・仕事は責任のある立場を任されるようになり、やりがいを感じる一方で、「仕事と家庭を両立できるか不安」と話している。
・生活習慣について尋ねると、「忙しくて食事は不規則になりがちで、運動もほとんどしていません」と話した。
・「妊娠に向けて、今のうちに何か準備しておいたほうがよいことはありますか」と看護師に相談があった。



設問1
Aさんの心理的な発達課題を、エリクソンの成人期の発達課題（親密性 対 孤立）の視点から考察しなさい。
設問2
Aさんが直面している人生移行（就労・結婚・出産）に伴う健康課題を挙げなさい。
設問3
Aさんの生活習慣に関する発言に対して、セルフケア支援の視点からどのような関わりが適切か述べなさい。
設問4
Aさんの「妊娠に向けた準備」という相談に対して、リプロダクティブヘルスの視点からどのような情報提供が考えられるか述べなさい。
解答の視点（解説）
設問1：Aさんは結婚を経て、配偶者という他者と深く親密な関係を築く過程にあると考えられる。「仕事と家庭を両立できるか」という不安は、新しい親密な関係の中で自分らしさをどう保つかという模索の表れとも捉えられ、エリクソンのいう親密性の獲得に向かう過程の一つとして理解できる。
設問2：就労に伴う過重労働や職場でのストレス、結婚に伴う家庭内の役割分担の調整、今後予定される妊娠・出産に伴う心身の負担と就労の両立など、複数のライフイベントが重なることによる健康課題が挙げられる。
設問3：食事や運動について一方的に指導するのではなく、Aさんの生活状況や価値観を踏まえたうえで、無理なく取り入れられる工夫を一緒に考える姿勢が重要である。生活習慣は今後の健康に長期的に影響するため、Aさん自身が主体的に選択できるよう支援するセルフケア支援の視点をもつ。
設問4：リプロダクティブヘルスの視点からは、Aさん自身が妊娠・出産について正しい情報を得たうえで自己決定できるよう支援することが基本となる。栄養状態や生活習慣の見直し、必要に応じた健康診査の受診など、一般的な情報を提供しつつ、最終的な意思決定はAさん自身に委ねる姿勢が大切である。

看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（エリクソンの発達課題、生活習慣病予防、リプロダクティブヘルス）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第109回 午後6問）
エリクソン，E.H.の発達理論で青年期に生じる葛藤はどれか。
1．生殖性 対 停滞
2．勤勉性 対 劣等感
3．自主性 対 罪悪感
4．同一性 対 同一性混乱
正答：4
解説：生殖性 対 停滞は成人期（壮年期）に生じる。勤勉性 対 劣等感は学童期に生じる。自主性 対 罪悪感は幼児期（遊戯期）に生じる。同一性（アイデンティティ）の確立 対 同一性の混乱は青年期の課題であるため、正答は4である。

問2（第111回 午後2問）
生活習慣病の三次予防はどれか。
1．健康診断
2．早期治療
3．体力づくり
4．社会復帰のためのリハビリテーション
正答：4
解説：健康診断の受診による疾病や異常の早期発見・早期治療は二次予防に該当する。体力づくりなどの運動習慣の定着や食生活の改善は一次予防にあたる。社会復帰のためのリハビリテーションは、疾病発症後に機能の維持・回復を図り社会復帰を促す三次予防に該当するため、正答は4である。

問3（第108回 午後57問）
人間の性の意義と特質の組合せで適切なのはどれか。
1．快楽性としての性 ― 種の保存
2．生殖性としての性 ― 心理・社会的属性
3．性役割としての性 ― 性的指向
4．連帯性としての性 ― 人間関係の形成
正答：4
解説：種の保存のための性は生殖性としての性である。生殖性としての性は種の保存と繁栄のための性であり、心理・社会的属性としての性はジェンダーといわれる。性役割としての性は男性・女性役割を示す役割規程を示す性であり、性的指向とは異なる概念である。連帯性としての性は、性をめぐり男女・夫婦・親子の結びつきが深まり、信頼感や愛情を築く人間関係の形成に関連するため、正答は4である。


